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平成２２年１月６日  午後１時３０分 

照会先：保健福祉部保健予防課健康危機管理対策室 

担当者：室長補佐（総括）西野 浩二   

（内線）３２１７ 

（直通）０２９－３０１－３２１９ 

 

インフルエンザ流行情報 (第２０報) 
 

本県における第５２週（平成２１年１２月２１日～１２月２７日）のインフルエン

ザ流行指数は２０．９２となり、先週（２１．０３）よりやや減少しましたが、引き

続き県内全域に「警報」を発令しています。 

保健所管内別では、つくば保健所（３６．５）が、基準値３０を超えています。 

今後も県民の皆様に対し「手洗い・うがいの励行」「咳エチケットの実践」「外出

時のマスク着用」等について、呼びかけをお願いします。 

なお、第５３週（平成２１年１２月２８日～平成２２年１月３日）のインフルエン

ザ流行指数については、１月８日（金）に資料提供を予定しています。 

※「注意報」「警報」の発令基準は《備考》欄を参照ください。 

※ インフルエンザ流行指数は、季節性インフルエンザと新型インフルエンザを合わ

せた指数です。 

《各保健所管内のインフルエンザ流行状況》 

調査期間：Ｈ２１．１２．１４～  

Ｈ２１．１２．２０（第５１週） 

調査期間：Ｈ２１．１２．２１～  

Ｈ２１．１２．２７（第５２週） 
保 健 所 定点数 

患者数 流行指数 
注意報・警

報の発生

状況 
患者数 流行指数 

注意報・警

報の発生 

状況 

水 戸 １７ ２２３ １３．１２ 注意報 ２３７ １３．９４ 注意報 

ひたちなか    ８ ３０２ ３７．７５ 警 報 ２２１ ２７．６３ 警 報 

常陸大宮 ８ ２２０ ２７．５ 警 報 １９５ ２４．３８ 警 報 

日 立 １１ ２６９ ２４．４５ 警 報 ２５３ ２３．０ 警 報 

鉾 田 ５ ８９ １７．８ 警 報 １２４ ２４．８ 警 報 

潮 来 ８ １０６ １３．２５ 警 報 １６３ ２０．３８ 警 報 

竜ヶ崎 １４ ３７５ ２６．７９ 警 報 ３３６ ２４．０ 警 報 

土 浦 １３ １９６ １５．０８ 注意報 ２５４ １９．５４ 注意報 

つくば １０ ３４１ ３４．１ 警 報 ３６５ ３６．５ 警 報 

筑 西 １０ １５０ １５．０ 警 報 １２５ １２．５ 警 報 

常 総 ８ ９５ １１．８８ 注意報 ７３ ９．１３ － 

古 河 ８ １５８ １９．７５ 警 報 １６４ ２０．５ 警 報 

県全体 １２０ ２５２４ ２１．０３ 警 報 ２５１０ ２０．９２ 警 報 

 

※インフルエンザの開始基準値は３０、終息基準値は１０となります。従って「警報」 

を発令した場合、流行指数が１０未満にならないと「警報」は解除されません。 
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《備 考》 

インフルエンザの流行に関する警報・注意報について  
①  県では、県内のインフルエンザ流行状況を把握するため、延べ１２０医療機関(小児科７５、
内科４５)に１週間単位で患者数の報告を求めており、保健所毎に以下によりインフルエンザ流行
指数を算出します。 
  ※患者の報告数は、各医療機関でインフルエンザと診断されたものであって、ＰＣＲ検査をす

べて実施し確認したものではありません。   
 
  ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行指数 ＝    ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ定点において１週間の間にｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞと診断した患者数 
 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ定点数  
② 流行指数が、基準値(注意報：１０ 警報：３０)を超えた保健所区域には｢地域注意報｣又は｢地

域警報｣を発令します。 
   また、県全体において流行指数が基準値を超えた場合には、｢県全域注意報｣又は｢県全域警報｣ 
を発令します。 

    注意報：流行の発生前であれば今後４週間以内に大きな流行が発生する可能性があることを、     
流行発生後であればその流行がまだ終わっていない可能性があることを示します。 

   警 報：大きな流行の発生・継続が疑われることを示します。  

◇インフルエンザにかからない、うつさないための対策 

★帰宅時の手洗い、うがい 

   ・ のどや手指など身体に付着したインフルエンザウイルスを取り除くために、有効な

方法です。 

★咳エチケット （咳やくしゃみをすると、ウイルスが２ｍ～３ｍ飛ぶと言われています。） 

  ・ 咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さえ，周りの人から顔をそむけま

しょう。 

・ 使用後のティッシュは，すぐにフタ付きのゴミ箱に捨てましょう。 

  ・ 症状のある人はマスクを正しく着用し，感染防止に努めます。 

★十分な休養と栄養摂取 

  ・ からだの抵抗力を高めるために十分な休養と栄養を日ごろから心がけましょう。 

★人混みや繁華街への外出を控えること、外出時のマスク着用 

  ・ インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や慢性疾患を持っている人、疲労

気味、睡眠不足の人は、人混みや繁華街への外出を控えること、外出時にはマス

クを着用することも効果があります。 

◇インフルエンザにかかった場合の対応 

・ 必ず医療機関を受診して治療を受けましょう。 

・ 安静にして、休養をとりましょう。特に、睡眠を十分にとることが大切です。 

・ 水分を十分に補給しましょう。お茶やスープなど飲みたいもので結構です。 

・ 一般的に、インフルエンザを発症してから3～7日間はウイルスを排出すると言わ  

れていますので、その間は外出を控えましょう。 

・ 咳などの症状がある場合は、周りの方へうつさないために、咳やくしゃみをする際に

はティッシュで口元を覆う、あるいはマスクを着用しましょう。 

 


